
“お前の自由意志にしたがって
お前の本性を決定すべきである”
――ピコ・デラ・ミランドラ（G. Pico della Mirandola 1463年～1494年）

“自然という書物は
数学ということばで書かれている”
――ガリレオ・ガリレイ（Galileo Galilei 1564年～1642年）

“私は何を知っているのか（ク・セ・ジュ?）”
――モンテーニュ（M.E.Montaigne 1533年～1592年）
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“知は力なり”
――ベーコン（F.Bacon 1561年～1626年）

“内容なき思想は空
くう

虚
きょ

であり，
概念なき直観は盲目である”
――カント（I. Kant 1724年～1804年）

“われ思う，ゆえにわれあり（コギト・エルゴ・スム）”
――デカルト（R. Descartes 1596年～1650年）

“現実的なものは理性的であり，
理性的なものは現実的である”
――ヘーゲル（G.W.F.Hegel 1770年～1831年）
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“満足した豚
ぶた

であるよりは
不満足な人間である方がよく，
満足した愚

おろ

か者であるよりは
不満足なソクラテスである方がよい”
――J.S.ミル（J.S.Mill 1806年～1873年）

“人間の意識が
その存在を規定するのではなくて，
逆に人間の社会的存在が
その意識を規定するのである”
――マルクス（K.H.Marx 1818年～1883年）

“「それは真理であるから有用である」とも
いえるし，「それは有用であるから
真理である」ともいえる”
――ジェームズ（W.James 1842年～1910年）
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“私にとって真理であるような真理”
――キルケゴール（S.A.Kierkegaard 1813年～1855年）

“神は死んだ”
――ニーチェ（F.W.Nietzsche 1844年～1900年）

“自我は自分自身の家の主人などでは
けっしてありえない”
――フロイト（S.Freud 1856年～1939年）
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“なぜ一体，存在者があるのか，
そして，むしろ無があるのではないのか”
――ハイデッガー（M.Heidegger 1889年～1976年）

“実存は本質に先立つ”
――サルトル（J-P.Sartre 1905年～1980年）

“欲望は他者の欲望である”
――ラカン（J.Lacan 1901年～1981年）

“世界は人間なしに始まったし、
人間なしに終わるだろう”
――レヴィ=ストロース（C.Lévi-Strauss 1908年～2009年）

“人間は，われわれの思考の考古学によって
その日付けの新しさが容易に示されるような
発明にすぎぬ”
――フーコー（M.Foucault 1926年～1984年）

3第 章 先 哲 の こ と ば 

6節



 “人は女に生まれるのでなく，
女になるのだ”
――ボーヴォワール（S.d.Beauvoir 1908年～1986年）

“語り得ないことについては
沈黙しなければならない”
――ウィトゲンシュタイン（L.Wittgenstein 1889年～1951年）

“自分は，生きようとする
生命にかこまれた，
生きようとする生命である”
――シュヴァイツァー（A.Schweitzer 1875年～1965年）
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